
別紙様式１１－２ 

 

修了評価の方法【１級・２級】 

 
                    事業者番号  130       

                          事業者名 株式会社 ニックス      
 

 修了評価方法 合格基準 不合格時の取扱い 

講
義 

 出席簿にて受講者が本人の
署名または捺印し、出欠を確

認。 
 レポート等により担当講師
が評価を行う。 
（通信添削） 

 提出された課題について、担
当講師が添削を行い、理解度

を評価する。 

 全科目に出席すること。 
 ７割以上の理解度を必要と
する。 
（通信添削） 

 １００点満点法により、Ａか
らＣまでを合格とする。 
（Ａ：90点以上、Ｂ：80点～89
点、Ｃ：70 点～79 点、Ｄ：70
点未満の４段階とする） 

 やむを得ず欠席した場合は
補 講 を 受 講 さ せ る 。 

（別途、受講料 6,000円が必
要となる） 

 理解不足と認められる場合
は、レポート再提出等を行

い、理解するよう指導する。 
（通信添削） 

 不合格の者に対しては、課題
の再提出を義務付け、合格に

なるよう指導を行う。 

演
習 

 出席簿にて受講者が本人の
署名または捺印し、出欠を確

認。 
 

 レポート等により担当講師
が評価を行う。 

 

 全科目に出席すること。 
 

 ７割以上の理解度を必要と
する。 

 

 やむを得ず欠席した場合は
補 講 を 受 講 さ せ る 。 

（別途、受講料 6,000円が必
要となる） 

 理解不足と認められる場合
は、レポート再提出等を行

い、理解するよう指導する。 
 

実
習 

 実習日誌により、出席を確
認。 

 
 実習指導責任者が、実習日誌
に基づき受講者の経験目標

の実施の有無及び達成度を

確認する。 

 全科目に出席すること。 
 

 ７割以上の理解度を必要と
する。 

 

 やむを得ず欠席した場合は
学則に定めた研修実施期間

を超えない範囲で、実習日を

再調整する。 
 理解不足と認められる場合
は、レポート再提出等を行

い、理解するよう指導する。 
 

 


